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□ 信 夫さん

□ 記代美さん

□ 桂 ―さん

□ 由 美さん

□ 幸 希さん

鱚
蟄
颯
讚

■
■
■

■

「 機は
賀
」

●

●
■
■

鸞'等 申 (

麟集 'ふ
欝

鶴 繹
・
欅 4t

■
■
響一

ｇ
工
機
一

″

や
ヽ

奪 轟 ,

n

ヽ
ヽ

在熊高森会が高森の PRに一役

●   慌ただしさが増 してきた12月 3日 の日曜日、熊本市下通 りのアー

ケー ド街で恒例の 「阿蘇郡農業祭」が開催されました。

これは阿蘇をPRし ようと熊本市に住む阿蘇郡 12か町村の集ま

り「在熊阿蘇郡人会 (永野光哉会長)」 と、阿蘇郡町村会が合同で

企画実行したもので、各町村とも趣向を凝らし、産業や観光面の宣

伝活動や特産品の展示即売を行いました。高森町コーナーは毎年ア

イデアいっぱいで通行者を楽しませてくれています。切 り干 し大根

の実演、ツルノコ芋、ホウレン草、花などの農産物や、漬け物、味

噌、醤油、手作 リハム、か りんとう、クッキー、いなかまんじゅう

などの特産品を、奥阿蘇物産館、特産品加エグループや認定農業者

の会の女性部が展示・即売、た くさんの人垣ができていました。

この催しにお世話をいただいたのは、在熊高森会のみなさん。高

森の良さをPRし ようと毎年多 くの方々がこの催 しにご協力いただ

いています。

今後も「ふるさと 。たかもり」をどうぞよろしくお願いします。
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今年の本町の年男、年女は639名 。大字矢津田 (赤羽根)の本田信夫さん

宅は、ご家族 7名 の内、みずきちゃん (小 3)、 まさふみちゃん (5才 )以
外の5人が巳年生まれ。核家族化の進む中、家族 5人の年男、年女とは本当

に珍しいですね。 一年 (21世紀)の抱負を尋ねてみました。
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蝋(60歳 )

(60歳 )

(36歳 )

(36歳 )

(12歳 )

21世紀、何事 も奉仕の精神で頑張ろうと思います。

健康第一にできれば家族旅行で もしたいですね。

今年は年男、充実した一年を送 りたいと思います。

今年も、みんな健康で笑って過ごせる一年にしたいと思います。

6年生になるので、勉強やスポーツを精一杯がんばって、楽しい

小学校生活を送 りたいです。
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1,水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。
2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

|‐

3.老人を大切にしt子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポニツに親しみ、1)身をきたえ健金な町にします。
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DD曜たのあくやみ
2000.11月 受付分   敬称略

赤
た

辻

(横町 )

伊藤

(岩神 )

ちゃん   .,て二(fた
,

んじょう く`疑:ノ

::

龍樹ちゃん

10.26`L
ゆうや

友哉ちゃん

10.27生

男

　

男

　

女

宏

子

典

弓

洋

美

，
、

朋

千

哲

真

和

久

父

母

父

母

父

母

ゆ い

吉村侑衣

(昭和 )

日ちゃん

11.5生

すえながく
お幸せに

(私 _色 盗羹
′(兒玉) 修

t中 山亜紀

r工 藤誠也
(ヽ古庄)久美子

′津 日  誠

t(馬原)貴音
′甲 斐 秀 己

t(原田)咲子

(1運 :r)夕淫:

河原・市野尾

宮崎県高千穂町

菅山・水迫

玉名郡岱明町

高森・天神

高森・昭和

鹿本部植木町

高森・旭通

熊 本 市
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熊
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74

88

(11月 末日現在 )

世帯数  2,600(  0)
男  3,755(-3)
女   4,035(- 4)

総  数  7,790(- 7)

当き

是野 竜 の 大丁
ございました (敬称

|
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■町社会福祉協議会ヘ

(香典返 し〉宇藤晴幸 岩下昭伯

〈一般寄付〉高森寮 (福祉まつ り益金より)

■広報送料寄付

荒牧隆徳 (埼玉県与野市)

11斐 ミホ (熊本市清水町)

中尾幸雄 (兵庫県高砂市)
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高
森
町
奨
学
生
募
集
　
　
　
法
律
相
談
（無
料
）

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き

　

一
月
十
九
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
　
一
月
二
十
六
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
ヒ
メ
ュ
リ
の
■
「朋
遊
館
」

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
一
一月
六
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町

「芙
蓉
館
」

蜀〃γ′編
集
後
記

昴
　
　
　
′
″

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
、
保
護
者
が
高
森
町
に
居
住

す
る

「高
校
生
」
及
び

「大
学
生
」

を
対
象
に
、
奨
学
資
金
貸
し
付
け

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

三
月
二
十
三
日
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
下
さ

い
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会

に
お
尋

ね
下
さ
い
。

■
２
・
１
１
１
１

（内
線
２
４
１
）

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

　

一
月
二
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と

き
　
一
月
二
十
七
日
（上
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

今
年
前
期
の
無
料
法
律
相
談（予

定
）

三
月
二
十
四
日
、
五
月
二
十
六
日
、

あ
ら
た
め
て
、
事
前
に
そ
の
都
度

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
し
い
観
点

輝
か
し
い
新
世
紀
二
十

一
世
紀
の
開
幕
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
十
世
紀
を
振
り
返
り
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
す
る
時
代
の
渡
り
を
ど
の
よ
う
に
展

開
す
る
か
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
、
も
は
や
ど
こ
に
で
も
あ
る
常
識
と

い
う
世
界
に
な
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
は
世
界
の
頭
脳
と
い
わ
れ
、
Ｉ
Ｔ
情
報
文
化
は
大
革
命
を
起
こ
し
情
報
が

オ
ー
プ

ン
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
地
方
行
政
は
自
治
住
民
の
声
な
き
声
を
よ
り
多
く
収
集

し
、
行
政
に
反
映
さ
せ
、
行
政
を
動
か
す
地
域
社
会
合
意
形
成
の
街
づ
く
り
を
展
開
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

高
森
町
長

今

村

博

信

●

●  ●

(19)今度の温泉館体館日 1月 17日 (水 )2月 21日 (水 )
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毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合
は開館して次の日が休館日となります。

診
療
は
午
前
９
時
か
ら午

後
５
時
ま
で

１
月
１４
日

　

中
村
医
院

雪
⑦
１
２
３
３
３

１
月
２１
日
　
立
野
病
院

四
③
１
０
１
１
１

１
月
２８
日
　
寺
崎
医
院

８
②
１
０
３
７
８

２
月
４
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

Ｂ
②
１
３
３
５
１

２
月
１１
日
　
渡
辺
内
科

富
⑦
１
１
７
７
７

２
月
１２
日
　
後
藤
医
院

８
⑦
１
０
０
１
９

２
月
１８
日
　

立
野
病
院

８
③
１
０
１
１
１

毎
週
土

・
日
曜
日
診
療

く
さ
む
ら
眼
科

Ｂ
②
１
３
４
０
３

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

Ｑ
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Ｉ
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約

二
千
七
百
種
も
生
息

蛇
は
爬
虫
類

ヘ
ビ
亜
日
の
動
物
で
、

ト
カ
ゲ
と
同
じ
祖
先
を
持

つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

体
は
細
長
く
、
四
肢
は
あ
り
ま
せ

ん
。
細

い
舌
の
先
端
は
二
ま
た
に
分

か
れ
て
よ
く
動
き
ま
す
。
こ
ん
な
異

様
な
外
見
か
ら
、

ヘ
ビ
を
嫌
う
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

蛇
は
温
帯
、
熱
帯
、
亜
熱
帯
に
多

く
生
息
し
、
ア
ラ
ス
カ
、
シ
ベ
リ
ア

な
ど
寒
い
地
方
に
も
い
ま
す
。
全
世

界
に
約
二
千
七
百
種
も
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

蛇
は
悪
者
？
神
？

日
本
の
神
話
に
登
場
す
る
蛇
は
ヤ

マ
タ
ノ
オ

ロ
チ

（八
岐
大
蛇
）
と
い

っ
て
、
頭
が
八
つ
尾
が
八

つ
、
体
の

長
さ
は
八
つ
の
谷
を
越
え
る
ほ
ど
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
オ

ロ
チ
が

娘
を
食

い
に
き
て
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ

コ
ト
に
退
治
さ
れ
た
と
い
う
話
し
で

す
。一

方
で
、
蛇
は
神
格
化
さ
れ
、
聖

書
や
神
話
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
ま

す
。
ま
た
、
水
の
神
と
し
て
信
仰
さ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
二
十

一
世
紀
に
入
り

ま
し
た
が
今
世
紀
は
ど
ん
な
世
紀

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
楽
し
み

で
も
あ
り
不
安
で
も
あ
り
ま
す
。

少
子
化
、
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
い

る
中
、
ま
だ
ま
だ
目
先
だ
け
の
行
動

を
と

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
若
い
世
代
、

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
世
代
が

住
み
良

い
環
境
で
過
ご
せ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
真
剣
に
討

論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

何
事
も
み
ん
な
が
少
し
づ
つ
の

辛
抱
を
す
る
こ
と
で
お
互
い
が
楽

し
け
れ
ば
辛
抱
も
昔
に
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
田
浩

‐
、ヽ

_′ し

υ

′
ヽ
′ヽ

Eコ

お簿らせのベー多
'

愧

人口の動き

ヽ

,

体

青

●

在

宅

医

(2)



「く
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ま
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‐県民
環
境
フ
ェ
ア
一

・

‐
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・
・開

催

・

県
で
は
、
二
月
二
日
（金
）
か
ら

四
日
（日
）
ま
で
、
「グ
ラ
ン
メ
ッ
セ

熊
本
」
で
、
「熊
本
県
民
環
境
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
紹
介
、
環
境

に
や
さ
し
い
製
品
の
展
示

・
販
売

低
公
害
車
の
試
乗
会
、
環
境
に
関

す
る
講
演
会
、
子
ど
も
エ
コ
フ
エ

ス
タ
な
ど
、
見
て
、
聞
い
て
、
触

れ
て
楽
し
め
る
催
し
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
環
境
政
策
課

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
７
３
２
２
）

県
で
は
、
広
報
誌
や
広
報
番
組

を
通
し
て
、
県
民
の
視
点
か
ら
県

政
の
動
き
を
広
報
し
て
い
た
だ
く

「く
ま
も
と
女
性
特
派
員
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
特
派
員
の
活
動

期
間
は

一
年
で
す
。
謝
礼
と
し
て

年
間
五
万
円
程
度
、
ま
た
取
材
な

ど
に
必
要
な
旅
費
は
県
の
旅
費
規

程
に
準
じ
て
支
給
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
四
名

■
応
募
資
格
　
県
内

に
居
住
さ
れ

る
二
十
歳
以
上

の
女
性

（平
成
十

三
年
四
月

一
日
現
在
）

■
募
集
期
間
　
二
月

一
日

（本
）

～
二
月
十
六
日

（金
）
当
日
消
印

有
効

■
提
出
書
類

　

「私
が
特
派
員
と

し
て
や
り
た

い
こ
と
」
を
テ
ー

マ

に
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚
以

内

に
ま
と
め
た
も

の
と
履
歴
書

一

通■
送
付
先

・
問
い
合
わ
せ
先

〒

８

６

２

・
８

５

７

０

（住
所
不
要
）

熊
本
県
広
報
課

「く
ま
も
と
女
性
特
派
員
募
集
係
」

ＴＥ

０

９

６

・
３

８

３
（内
線
３
１
３
２
）

働■
〓
―‐１‐‐
彗
菫
■
一

県
で
は
、
物
価
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

満
二
十
歳
以
上

の
県
民
で
、
国

の
他

の
モ
ニ
タ
ー
を
兼
務
し
て
い

な

い
こ
と

　

（公
務
員
は
除
く
）

■
業
務
内
容

生
活
関
連
物
資

の
店
頭
価
格
調

査

（毎
月
）
、
　

県
の
物
価

・
消

費
者
行
政

へ
の
協
力
な
ど

■
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
県
民
生
活
総
室
　
消
費
生

活
係

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
７
４
１
０
）

凛
有
地
の
人
札
●
●
●

一

県

で
は
、
左
記
県
有
地

の

一

般
競
争

人
札

に
よ

る
売
却
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

人
札

に
は

一
般

の
方
も
参
加

で
き
ま
す

の
で
、
お
問

い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
入
札
物
件

◎
所
在
　
昔同
森

町
大
字
高
森
字

市
　
下

一
四
〇
四
―
九

◎
地
目
　
宅
地

◎
面
積
　
九
七
五
、
五
三
２ｍ

（公
簿
）

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
総
務
部
管
財
課
財
産
係

Ⅲ
０
９
６
・３
８
３
・１
１
１
１

（内
線
３
３
０
９
）

■
問
い
合
わ
せ
期
間

平
成
十
三
年

一
月
五
日
か
ら

平
成
十
三
年
二
月
五
日
ま
で

・酵
０‐霧
議
Ｆ
一
ど
０
一
一

一
一
■
一
■
一
■
一一一業
丼
一

●
●●―●．●一　■―●■　．●　．一　．

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど

の
在
学
資
金

に
は
国
民
生
活
金
融

公
庫
の

「国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
融
資
限
度
額
　
学
生

・
生
徒
お

一
人
に
つ
き
　
一
一百
万
円
以
内

■
返
済
期
間
　
十
年
以
内

（在
学
期
間
内
の
元
金
据
置
可
能
）

■
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返

済

（ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
も
可
能
）

■
融
資
利
率
　
年
二

・
四
％

　

（平

成
十
二
年
十
二
月
末
現
在
）

■
お
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
熊
本
支
店

ＴＥ

０

９

６

・
３

５

３

・
６

１

２

１

と
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
８

あ
な
た
の
財
産
を
守
る
た
め
、　
　
＜

隣
接
土
地
所
有
者
立
会
の
上
、
水ヽ

一
↑

続
性
の
あ
る
境
界
標

（
コ
ン
ク
リ

．
ま

●
」

〓
一

―
卜
杭
、
金
属
標
等
）
を
設
置
し
、

一
鉗
一

時
々
確
認
す
る
な
ど
し
て
自
分
で
　
一
引
一

管
理
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一か
一

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
　
　
　
一時
一

ＴＥ‐
０
９
６

．
３
７
２

．
５
０
３
１
　
一■
■

・あ
な
た
も
通
信
制
高
校
で

・　
・・
　

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

`_二 l

_・ く
ま'も

_・ と
,女‐
性― ‐
1キ
|“

=|.薔・″:ヽ
■

ラ子 里
Fヨ.・

ー

集

役場の支払日 1/25(木)2/5(月 )

（杭
）
の

●  ●

●  ●

「
二
十

一
世
紀
は
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
・

町
民
の
皆
様

に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十

一
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
中
央
省
庁
で
は
省
庁
再
編
成
に
よ
る
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
市
町
村
の
合
併
推
進
、
Ｉ
Ｔ
革
命
に
よ
る
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

等
、
町
村
に
は
関
連
性
の
高
い
新
年
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
阿
蘇
地
域

の
合
併
問
題
研
究
会

の
実
施
、
及
び
学
校
統

合
、
環
境
等
の
諸
問
題
解
決

へ
の
推
進
ま
た
、
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
づ
く

り
の
支
援
等
を
総
合
的
な
課
題
と
し
て
、
住
民
参
加
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

今
後
さ
ら
に
創
意
工
人
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　
・

高
森
町
議
会
議
長
　

児

　

玉

　

回

　

廣

近
年
、
土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
土
地
変
動

の
障
害
と
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成

五
年
十
月
不
動
産
登
記
法
と
同
施

行
細
則
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
の
趣
旨
は
、
確
定

し
た
境
界
に
は
永
続
性
の
あ
る
境

界
標
を
埋
設
し
、
そ
れ
を
地
積
測

量
図
上
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

境
界
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
よ
う

生
涯
学
習
を
め
ざ
す
人
、
人
生

一

の
転
機
を
考
え
る
人
、
高
校
を
中

一

退
し
て
し
ま

っ
た
人
、
不
登
校
で

，

進
学
を
断
念
し
た
人
、
自
宅
で
勉

一

強
し
、
三
年
間
で
高
校
が
卒
業
で

，

き
ま
す
。

◎
学
習
は
次
の
よ
う
に
し
て
進
め

ら
れ
ま
す
。

①
放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら
自

宅
で
学
習
。

②

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
添
削

指
導
を
受
け
る
。

③
年
間
十
四
回
の
日
曜
ス
ク
ー

リ
ン
グ
に
登
校
。

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け

・

る

。

◇
願
書
受
付
期
間

三
月
五
日
～
三
月
二
十
九
日

◎
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

熊
本
校
　
一Ｔ
八
六
二
―
〇
九
七
〇

熊
本
市
渡
鹿
九
丁
目

一
の

一　

　

　

・

ＴＥ
０
９
６

・
３
８
３

・
７
３
３
０

た
り
家
の
守
り
神
と
し

み

つ
く

の

り
ま
す
じ

を
喜
ん
だ
り
す

こ
の
よ
う
に
蛇
は
悪
者
と
し
て
恐

れ
ら
れ
て
も
い
ま
す
が
、
神
と
し
て

あ
が
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、　
い
ろ

い
ろ
な
話
し
が
世
界
各
地
に
伝
わ

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
一け
蛇
が
恐
れ
ら
れ
、
嫌
わ

れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ

を
葉
層
に
使
う
例
も
あ
り
、
強
壮
剤

と
し
て
も
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

蛇

の
絵
に
足
を
書
き
足
す

・

・「蛇
・足
∵
、
こ
れ
は
ょ
ぐ
知
ら
れ

て
い
る
言
葉
で
日
常
会
話
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
山
来
が
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

片
、
林ｃ
の
＝

の
役
人

が
、
蛇

の
絵

を

一
番
は
早
く
書

い
た
者
が
酒
を
飲

む

こ
と
が
で
き
る
と

い
う
競
争
を
し

ま
し
た
。　
一
人
が

い
ち
早
く
完
成
し

た

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
時
間

に
余
裕

が
あ

っ
た

の
で
足
を
占
き
た
し
て
負

け
て
し
ま

っ
た
と

い
う
話
し
で
す
。

そ
の
こ
と

か
ら
、
あ

っ
て
も
意
味

の
な

い
も

の
、
余
計
な

こ
と
と

い
う

一蛇
の
道
は

へ
び
」
も
よ
く
聞
く

こ
と
わ
ざ
で
す
。

「じ
ゃ
」
と
い
い

「
へ
び
」
と
い
つ
て
も
、
呼
び
方
が

違
う
だ
け
で
同
じ
も
の
。
同
じ
仲
間

の
や

っ
た
こ
と
な
ら
な
ら
す
ぐ
わ
か

る
と
い
う
意
味
で
す
。

「藪
蛇
」

「吸
を

つ
つ
い
て
蛇
を

出
す
」
。
し
な
く

て
も
よ

い
い
こ
と

を
し
て
か
え

っ
て
よ
く
な

い
結
果

に

な
る
こ
と
で
す
じ

れ意
味

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

時間2/15(木)
３

　

　

・

高
森
駅牛

コ コ
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一
●

年おとこ・年おんな六馨台l「子
ど
も
の
本
音
は
ど
こ
に
あ
る
」

阿
蘇
郡
Ｐ
丁
Ａ
研
修
大
会
　
開
催

大
正
六
年

二
月
十
六
日
生

大
　
字
　
色
　
見

リ
ハ
ビ
リ
で
少
し
づ
つ
良
く
な

っ
て
い
る
足
で
、
今
年
中
に
は
歩

け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
読
書

と
、
大
好
き
な
曾
孫
の
顔
を
見
る

の
が
な
に
よ
り
楽
し
み
で
す
。

は
熱
心
に
時
に
は
涙
を
流
し
な
が

ら
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

学
級
崩
壊
等
が
叫
ば
れ
て
い
る

今
日
、
こ
ど
も
の
本
来
の
姿
、
本

音
を
早
く
見
い
だ
す
こ
と
が
、
親

・

先
生

・
社
会
に
与
え
ら
れ
た
大
き

な
使
命
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

十

一
月
十
九
日

（日
）
、
高
森

中
学
校
体
育
館
で
郡
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会

（佐
伯
金
也
会
長
）
主
催
に

よ
る
第
十
二
回
阿
蘇
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「子
ど
も
の

本
音
は
ど
こ
に
あ
る
」
で
、
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
の

心

「本
音
」
を
理
解
し
、
親

・
社

会
の
役
割
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
い

う
も
の
で
、
郡
内
か
ら
お
よ
そ
六

百
人
の
保
護
者
等
が
参
加
し
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、

「原
野
の
子
ら
」

で
お
馴
染
み
の
映
画
監
督
中
山
節

夫
さ
ん
、

「映
画
製
作
で
出
会

っ

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

と
題
し
、
教
育
問
題
を
主
に
幾
つ

も
の
映
画
を
製
作
し
続
け
て
い
る

中
山
さ
ん
は

「教
育
は
学
校
や
地

域
の
垣
根
を
取
り
払
い
社
会
全
体

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
来
て
い
る
」
と
訴
え
、
教
育
現

場
、
地
域
社
会
、
子
ど
も
た
ち
の

本
来
の
姿
な
ど
を
製
作
を
と
お
し

て
思

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
中
山
監

督
の
最
新
作
の
映
画

「あ
か
ね
色

の
空
を
見
た
よ
」
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
不
登
校
で
苦
し
ん
で
い
た

主
人
公
が
暖
か
い
仲
間
や
先
生
に

支
え
ら
れ
人
生
に
希
望
を
見
い
だ

し
立
ち
上
が
っ
て
い
く
姿
を
力
強

く
描
い
た
作
品
に
、
参
加
者
た
ち

本町の今年の年男は311名 、年女は328名 の合計639名 です。

(平成 12年 11月 16日現在)

町内各地の年男・年女の皆さんに今年の抱負を語っていただきました。

住吉スエ子 さん 甲斐 辰義 さん

後藤 イツ さん 後藤 哲夫 さん

阿南千和子 さん 赤星 武博 さん

大
正
六
年
二
月
二
十
五
日
生

大
　
字
　
谷
　
津
　
田

子
ど
も
や
孫
た
ち
が
揃
う
正
月

や
お
盆
を
楽
し
み
に
ま
だ
ま
だ
健

康
で
長
生
き
を
し
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
趣
味
の
読
書
や
写
経
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
家
庭
菜
園

等
で
果
け
防
止
に
努
め
ま
す
。

昭
和
四
年
二
月
十
四
日
生

大
　
字
　
吉向
　
森

二
十

一
世
紀
を
健
康
で
迎
え
ら

れ
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
に
迷
惑

を
か
け
ぬ
よ
う
庭
本
の
手
入
れ
な

ど
で
体
を
動
か
し
て
、
夫
婦
仲
良

く
健
康
で
暮
ら
し
た
い
で
す
。

昭
和
四
年
五
月
二
十
七
日
生

大
　
字
　
河
　
原

孫
や
曾
孫

の
成
長
す
る
様
子
を

見
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
農
業

で
頑

張
り
な
が
ら
、
家
族
み
ん
な
が
健

康
で
幸
せ
な

一
年
で
あ
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
十
六
年

一
月
十
五
日
生

大
　
字
　
津
　
留

十
二
人

の
孫
た
ち
と
会
え
る
の

を
楽
し
み
に
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と

思

い
ま
す
。
好
き
な
魚
釣
り
や
、

夫
婦
で
の
買

い
物
等
も
続
け
て
、

メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
し
た

い

と
思

い
ま
す
。

昭
和
十
六
年
二
月
二
十
四
日
生

大
　
字
　
草
　
部

何
よ
り
健
康
が

一
番
で
す
の
で

家
庭
菜
園
の
手
入
れ
な
ど
で
体
を

動
か
し
、
昨
年
か
ら
始
め
た
日
本

舞
踊
が
上
達
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
頑
張
り
ま
す
。

●  ●

●  ●

豊
爾

ら
■

．

):

ｏ
ヽ
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肥

後

狂

旬

　

霜

　

片

（阿
蘇
御
神
火
会
）

寝
た
き
り
　
手
話
も
交
え
た
見
舞
客

こ
ら
ど
う
し
　
山
芋
穴
は
背
の
と
れ
ん

行

っ
た
り
来
た
リ
　
ジ

ョ
ギ
ン
グ
だ
ろ
か
呆
け
だ
ろ
か

寝
た
き
リ
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
夢
見
と
る

威
張
ら
な
い
な
　
ま
あ
だ
つ
っ
こ
け
足
ら
ん
か
い

寝
た
き
リ
　
パ
ン
パ
ス
代
は
月
二
万

ふ
と
思
う
　
景
気
の
よ
か
曰
く
る
だ
ろ
か

板
挟
み
　
辞
表
を
出
す
気
に
な
り
お
ら
す

寝
た
き
り
　
往
診
甲
斐
の
あ
ろ
う
か
な

ふ
と
思
う
　
年
金
は
削
ら
れ
ん
ど
か

威
張
ら
い
な
　
金
で
手
に
し
た
日
本

一

寝
た
き
リ
　
ス
マ
ン
じ
や
済
ま
ん
医
療
ミ
ス

こ
ら
ど
う
し
　
娘
ン
部
屋
て
思
わ
れ
ん

※
先
月
号
の
肥
後
狂
句
に
誤
り
の
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お

っ
と
合
点
　
ア
リ
バ
イ
の
借
り
戻
さ
な
ん
　
　
　
　
岡
本
　
琴
司

泣
く
な
　
母
体
の
方
は
生
き

っ
と
る
　
　
　
　
　
　
　
浦
塚
　
南
天

一
■
一
一
一洵
一
一
一
一

久

に
着
る
着
物
姿
や
初
鏡

端
麗
な
汀
女
切
手

に
初
使
り

つ
つ
が
な
く
新
年
迎
え
有
難
き

老
な
り
に
希
望

つ
な
ぎ
初
句
会

年
酒
受
け
喜
寿
と
は
人
の
事

の
よ
う

軒
を
打

つ
暖
冬

の
雨
リ
ズ
ム
待
ち

初
電
話
め
で
た
き
事

の
あ
り
そ
う
な

新
世
紀
夢
を
託
し
て
初
詣

冬
一麗
や
根
子
の
稜
線
く

っ
き
り
と

仕
き
事
の
多
き
を
願

い
日
記
買
う

夢
を
捨
て
又
夢
育
て
初

‐
ｉ旨

（高
森
菜

の
花
句
会
）

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

林
田
　
一
声

田
上
黙
公
子

岡
本
　
琴
司

佐
伯
　
文
雄

佐
藤
　
重
信

松
野
　
笑
声

浦
塚
　
南
天

桐
原
　
自
酔

馬
原
　
馬
笑

渡
辺
　
雲
海

上
井
加
根
女

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

山
村
ふ
み
子

後
藤
つ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美
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工
業
団
地
企
業
連
絡
協
議
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
賑
わ
う

“

の暮開け27世

繭
蟷
一
類
鰺

⑮
□褻
劉十

一
月
十
八
日
、
高
森
小
学
校

体
育
館
で
、
工
業
団
地
企
業
連
絡

協
議
会

（水
野
孝
二
会
長
）
の
レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ
七
十
名
が
フ
ラ
バ
ー

ル
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。

こ
の
協
議
会
で
は
、
春

・
秋
の

交
通
安
全
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
ヘ
の
参

加
や
工
業
団
地
内
の
共
同
草
刈
な

ど
日
頃
か
ら
合
同
で
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
従
業
員
の
ほ
と

ん
ど
が
参
加
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ヨ
ン
大
会
は
今
回
が
始
め
て
の
よ

う
で
す
。
ま
た
、
町
議
会
企
業
誘

致
特
別
委
員
会

（古
澤
豊
喜
委
員

長
）
の
委
員
も

一
緒
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

各
企
業
ご
と
に
チ
ー
ム
を
編
成
、

リ
ー
グ
戦
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
実
施
、
柔
ら
か
な
変
形
ボ
ー
ル

の
操
作
に
参
加
者
は
悪
戦
苦
闘
し

昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
生

大
　
字
　
上
　
色
　
見

自
分
自
身
、
新
た
な
気
持
ち
で

健
康
に
気
を
つ
け
、
家
庭
円
満
で

あ
る
よ
う
、
今
年
も
家
族
の
た
め

に
精

一
杯
仕
事
に
励
み
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日
生

大
　
字
　
野
　
尻

今
年
は
受
験
生
が
い
る
の
で
、

大
変

に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
は
勉

強
に
励
ん
で
は
し
い
し
、
私
た
ち

も
健
康
に
注
意
し
て
仕
事

に
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

な
が
ら
も
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

終
了
後

の
会
場
を
移
し
て
の
懇

親
会
は
、
夜
遅
く
ま
で
賑
わ

っ
た

よ
う
で
す
。

昭
和
四
十
年
十
二
月
十

一
日
生

大
　
字
　
芹
　
口

今
年
は
二
十

一
世
紀
の
幕
開
け

と
な
り
、
自
分
自
身
も
さ
ら
な
る

飛
躍
へ
の
好
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
五
月
二
日
生

大
　
字
　
吉同
　
森

四
才
と
も
う
す
ぐ

一
才
に
な
る

息
子
二
人
を
授
か
り
、
今
、
育
児

の
ま

っ
最
中
で
す
。
と
に
か
く
家

族
み
ん
な
が
元
気
で
明
る
い

一
年

に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

十
二
月
五
日
、
ひ
め
ゆ
り
の
里

「朋
遊
館
」
で
野
尻

・
五
カ
所
地

区
愛
瓢
会

（安
藤
幸
之
代
表
）
主

催
の
第
三
回
ひ
ょ
う
た
ん
品
評
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
か
け
て
丹
精
に
栽
培
さ
れ

た
ひ
ょ
う
た
ん
、
品
評
会

へ
の
出

展
は
六
十
四
点

・
展
示
に
三
十
六

点
の
合
計
百
点
の
力
作
が
勢
揃
い

し
ま
し
た
。
今
年
の
出
来
映
え
は

秋
の
長
雨
で
心
配
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
上
々
の
出
来
に
、
各
地
区
を

代
表
し
た
審
査
員
は
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
型

・
肉
厚
等
を
中
心
に
審

査
、
各
部
門
ご
と
に
賞
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
月
の
下
旬
頃
に
は
絵
付
け
の

講
習
会
も
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
、
立
派
な
ひ
ょ
う
た
ん

飾
り
が
で
き
そ
う
で
す
。

審
査
結
果（最

優
秀
作
者
の
み
掲
載
）

大
瓢
の
部

（十
九
点
）

田
上
　
末
松

　

（五
カ
所
）

中
瓢
の
部

（九
点
）

佐
藤
　
直
三

　

（河
地
）

長
瓢
の
部

（十
点
）

甲
斐
　
五
月
恵

　

（永
野
）

昭
和
五
十
二
年
十

一
月
二
十
七
日
生

大
　
字
　
吉同
　
森

仕
事
は
当
然
が
ん
ば
り
ま
す
が
、

サ
ッ
カ
ー
や
向
上
会
、
消
防
、
商

工
青
年
部
な
ど
を
通
し
た
仲
間
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
に
努
め
た
い

で
す
。

百
成
の
部

（
一
点
）

阿
南
　
シ
ズ
子

　

（上
津
留
）

千
成
の
部

（三
点
）

安
藤
　
イ
ツ
子

　

（上
町
）

中
国
瓢
の
部

（十
四
点
）

甲
斐
　
し
ず
え

　

（栃
原
）

ダ
ル
マ
瓢
の
部

（二
点
）

松
本
　
ユ
キ
子

　

（永
野
）

一
寸
瓢

（ミ
ニ
）
の
部

（五
点
）

自
石
　
博
昭

　

（市
野
尾
）

変
形
瓢
の
部

（三
点
）

自
鳥
の
形

甲
斐
　
康
利

（宮
園
）

大 さん

平
成
元
年
十

一
月
十
六
日
生

大
　
字
　
永
　
野
　
原

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
た
い
で
す
。
そ
れ
と
、
部

活
動
の
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト
が
う

ま
く
な
る
よ
う
に

一
生
け
ん
め
い

練
習
を
が
ん
ば
り
ま
す
。

後藤 初巳 さん

佐藤 民雄 さん

大塚 史崇 さん

工藤

●  ●

●  ●

伊東クニ子 さん

興椙 富子 さん

後藤 裕子 さん

滝 亜由美 さん

昭
和
五
十
二
年
八
月
十
八
日
生

大
　
字
　
吉向
　
森

風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
健
康

に
注
意
し
て
仕
事
に
頑
張
る
と
と

も
に
、
町
の
女
子
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
い
ま
す
の
で
練
習
を

頑
張

っ
て
、
郡
大
会
で
は
優
勝
し

た
い
で
す
。

平
成
元
年
二
月
二
十
六
日
生

大
　
字
　
吉向
　
森

今
年
は
中
学
生
、
勉
強
や
ス
ポ

ー
ツ
に
が
ん
ば
り
、
ま
た
、
風
鎮

太
鼓
を
習

っ
て
い
る
の
で
太
鼓
に

も
力
を
入
れ
、
二
十

一
世
紀
の
は

じ
ま
り
を
実
り
あ
る
年
に
し
た

い

で
す
。
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かぶり型の寝巻きはこんなものが便利です。

●襟ぐりが大きく伸びるもの

●そでつけは広いもの、できればラグランそでがよいが、そで回は

しまっているほうがよい

●ズボンのウエストは柔らかいゴムが入っているもの

●レース、フリルなどの飾りはないほうが取扱も簡単で、床ずれの

原因にもならなくてよい

この社会 あなたの税が生きてιヽる

ン :洋服のそで型のひとつ。襟元から肩
続いている仕立て方のもの。

②

‐毎 日の安心 。お世話

家庭での介護

着替えのお世話②

かぶり型寝巻き

襟ぐりやウエストが

伸びるものを

上着の脱がせ方

①寝巻きの上手のすそを腕まで上げる。

②片方ずつそでを抜く。

■資料  『家庭でできる老人介護の手引き』
(発行/リ バテイ書房)

ラ

‥こ

グ

で

ラ

そ

※

◆
保
険
料
は
便
利
な
口
座
振
替
で
納
め
ま
し
よ
う
―

国
民
年
金
保
険
料
を
、
毎
月
自
分
で
納
め
て
い
る
と
、
つ
い
う
っ
か

り
納
め
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
方
に
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る

う
え
に
金
融
機
関
に
毎
月
支
払
い
に
行
く
手
間
が
省
け

①

ま
す
。

申
込
み
手
続
き
は
簡
単
―

預
金
通
帳
、
印
鑑
を
持

っ
て
役
場
の
国
民
年
金
係
、

ま
た
は
預
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
回
座
解
約
を
し
な
い
限
リ

ー

継
続
さ
れ
る
の
で
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し

キ
０
１
）
よ

つヽ
。

◆
年
金
の
届
出
や
問
い
合
わ
せ
は基

礎
年
金
番
号
で
―

自
分
の
基
礎
年
金
番
号
知

っ
て
い
ま
す
か
？

お
手
元
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
い
さ
れ
て
い
る
番
号
の
こ
と
で
す
。

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
等
の
節
目
節
目
に
は
、
役
場
の
国
民
年

金
担
当
に
必
ず
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
基
礎
年
金

番
号
が
必
ず
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
電
話
な
ど
で
役
場
や
、

社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
さ
れ
る
時
に
も
、
基
礎
年
金
番
号
の
照
会

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

一
度
ご
確
認
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
先
の
年
金
に
関
す
る
各
種
届
書
や
問
い
合
わ
せ
は
、
基
礎

年
金
番
号
で
確
実
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

＼

1/

●  ●
1/

ヽ

③
ヽ

ヽ _ミナクル

＼

○
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
始
ま
り
ま
す

平
成
十
三
年
四
月

一
日
よ
り
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

（特
定
家
庭
用
機
器

再
商
品
化
法
）
が
本
格
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
般
家
庭
や
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
た
特
定
の
家
電
製
品

（
エ
ア
コ
ン

・
テ
レ
ビ

・
冷
蔵
庫

・
洗

濯
機
）
の
有
用
な
部
品
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
棄
物
を
減
量
、
資

源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、
特
定
家
電
製
品

（
エ
ア
コ
ン

・
テ
レ
ビ

・
冷
蔵

庫

・
洗
濯
機
）
の
排
出
に
は

一
定
の
料
金

（再
商
品
化
等
料
金
）
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
段
階
で
公
表
さ
れ
て
い
る
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

エ
ア
コ
ン
　
一二
、
五
〇
〇
円
　
　
テ
レ
ビ
　
一
一、
七
〇
〇
円

冷
蔵
庫
　
　
四
、
六
〇
〇
円
　
　
洗
濯
機
　
二
、
四
〇
〇
円

※
こ
の
料
金
は
税
別
で
あ
り
、
小
売
業
者

・
市
町
村
の
収
集
運
搬

料
金
が
別
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

（注
意
）
現
在
、
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
家
電
品
の
処
理
費
用
と
し

て
、　
一
、
○
○
○
円
を
徴
収
し
て
お
り
ま
す
が
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

施
行
に
よ
り
特
定
家
電
製
品
に
つ
い
て
は
、
四
月

一
日
よ
り
新
価
格
で
の

徴
収
と
な
り
ま
す
。

Ｏ

Ｓ

Ｔ

Ｏ

Ｐ

　

Ｔ

Ｈ

Ｅ

　

不

法

投

棄

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
、　
一
般
家
庭
や
小
売
業
者
に
お
い

て
も
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
い
ま
ま
で
以
上
に
不
法
投

棄
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
に
は
懲
役
や
罰
金
の
罰
則
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

不
法
投
棄
を
し
な
い

。
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
町
民

一
人

一
人
が
監
視

員
の
気
持
ち
に
な

っ
て
、
美
し
い
高
森
町
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

・
・
・

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係
　
ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

~~~~……………………………¬

(6)

科 目 〓員
Ｔ
ル事４

リ〓̈
ロ

含

〈

姜
″
■

販 売 金 額

1概算払金は計上してありますか。

2農協等の預金振込や入金の処理は正しくされてますか。

3売掛金は正しく計上されてますか。

4共販以外の庭先・市場販売等の計上漏れはありませんか。

5雑収入は計上してありますか。 (含消費税 )

家事消費金額

事業消費金額

1期首の棚卸品の消費が漏れてませんか。本年生産物の数量

2現物で経費等を支払つた農産物は計上されてますか。

3生産した農産物の家事・事業消費は計上されてますか。

4自家用そ菜は計上されてますか。

家事消費単価は正しいですか。

雑 収 入

1農産物の被害等による共済金・リベート・事業分量分配金、各種補填金等の収入が漏れて

いませんか。

2国からの緊急生産調整水田営農確立助成補助金は含まれていませんか。

3事業用資金の利子が含まれていませんか。

4土地や建物の売買代金や貸付料が含まれていませんか。

期 首 前年の期末棚卸高と一致していますか。
農産物の

相胎口高 期末
1数量・単価は正しいですか。

2期首数量 +生産数量―家事・事業消費数量 =期末棚卸数量になりましたか。

計 記載漏れ・計算誤りがないか再度検討しましたか。

租 税 公 課
1家事費である所得税・住民税・健康保険税等の税金が含まれていませんか。

2固定資産税のうち家事分のあん分計算は適正になされていますか。

種 苗 費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

素 畜 費 同 上

肥 料 費 返品等の処理は正しくしてありますか。

飼 料 費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

農 具 費 1個又は 1組の取得価格が 10万円以上のものが含まれていませんか。

農薬衛生費 返品等の処理は正 しくしてあ りますか。

由
一

醸
■

(15)

*悪い方があれば、 よいほうの腕か ら先に抜 く

③襟ぐりを大きく開けて頭を抜く。

ズボンの脱がせ方

①腰を片方ずつ少し浮かせてズボンをずらす。

②反対側も同様にして、少しずらすじ腰骨の所まで持ってくる。

③ひざを立ててもらい、腰を浮かせてズボンを抜く。

上着の着せ方

①片方づつそでを通す。上着のそで回から手を入れて、相手の手

首を持ってそでを通すと着せやすい。
*悪い所があれば、悪いほうの腕か ら先に通す

②襟ぐりを大きく開き、頭を通す。

③見ごろをまっすぐ下ろす。

ズボンのはかせ方

①すそを上げて片方ずつ履かせる。

②おしりの所まで上げる。

③ひざを立ててもらい、おしりを上げてズボンを上げる。

④片方ずつ腰を浮かし、腰骨まで上げる。

E=コ

もうすく申告
闇選えやすい覆点をチエック !



お手軽ロエコライフ No.11 申告の最終期限は3月 15日 この社会 あなたの税が生きてιヽる

税
務
広
報

来
目
が
ら
　
税
の
申
告

さ
あ
　
申
告
準
備
を
胎
め
ま
し
よ
う

税
の
申
告

（納
税
相
談
）
の
日
程
表
は
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
や

っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
中

（平
成
十
二
年

一
月

一
日
か

ら
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
）
の
収
入
に
よ
る
所
得

税
、
贈
与
税
な
ど
の
国
税
と
、
県
民
税
、
町
民
税

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
の
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
申
告
は

一
括
で
行

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
所
得
金
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
申
告
を
さ
れ
な

い
と
所

得
証
明
や
扶
養
証
明
が
発
行
さ
れ
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
税
の
控
除
が
み
と
め
ら
れ
な

い
な
ど
、
不
利
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
告

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
自
営
業
の
方

▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者

▼
年
金
、
不
動
産
所
得
、
利
子
、
配
当
な
ど
が
あ
る
方

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
等
以
外
の
収
入
が
あ
る
方

▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年

一
月

一
日
現
在
で
就
職
し
て
い
な
い
方

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
世
帯
の
方
で
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る
方
は
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

高
森
町
役
場
　
税
務
課
　
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
４
）

■
■
■
■

0

」ごr

「
`=

プ

,き 著
●

不明な点や詳 し

まで、‐お気軽にチエッ
いことは・‐

ECOくん
CHECK.

セン

(加 入区分 ごとに5名以上でご加入 ください ) ●ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
　
加
入
し
ま
し
よ
う

二
〇
〇

一
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
が
二
月
よ
り
加
入
受
付
開
始
―

子
供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
五
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。
加
入
し
て
万

一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

心
臓
マ
ヒ
な
ど
の
突
然
死
に
対
し
て
は
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部
　
ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
８

・
１
５
８
１
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誰もいない部屋の石油

フアンヒーターは無駄

よね。部屋を出るとき

はちゃんと消そうね。

セーターを着れば、部

屋の温度は20℃ くら

いでもそんなに寒くな

いのよね。

1日 1時間石油フアンヒーターの使用時間を減らせば、
3ヶ月で灯油26.1リ ットル、

C02は66.0短の削減。約1,000円のお得。

科  目 検 言寸 事 項

諸 材 料 費 返品等の処理は正しくしてありますか。

修 繕 費
増築・拡張・用途変更のための模様替等のいわゆる資本的支出分は差し引きましたか。

ただし10万円未満は必要経費です。動力・光熱費、家事分は含まれていませんか。

作業衣料費 農作業に必要な衣類、長靴、地下足袋、帽子などです。家事分は含まれてませんか。

農業共済掛金
生命共済掛金と住宅に係る建物更生共済の掛金が含まれていませんか。確定申告書の所得

控除欄で別途控除します。

減価償却費 耐用年数を経過した資産はありませんか。正しく計算されていますか。(補助金で取得した分は除いていますか)

荷造運賃手数料
収入金を手数料差引で計上している方は、その手数料は計上できません。

できるだけ総額主義で計上してください。

雇 人 費 雇われた方の住所・氏名又は領収証はありますか。また、源泉所得税がかかる人はいませんか。

利子割引料
1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2返済の元金は含まれていませんか。

地代・賃借料
1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2現物で支払つた方は収入金の事業消費金額に計上されてますか。

土地改良費 永久資産の取得に対応する部分の除外は適正になされていますか。

そ の 他
1前払・未払の計算は適正になされていますか。

2接待交際費の家事分 (冠婚葬祭等)は含まれていませんか。

期 首 前年の期末の棚卸高と一致してますか。農産物以外の

棚卸高 期末 数量・単価は正しいでしようか。

経費から差引く

牛馬・果樹等の

育 成 費 用

育成している果樹

(定植費・肥料費

畜産等の本年取得費 (種苗費・種付費・素畜費)と育成費用

農薬費・飼料費)が計上されていますか。 (成熟時の時価では計上できません )

専従者給与 源泉徴収は正しく行われていますか。

青色申告控除
最高 10万円です。複式簿記で貨借対照表を提出する人は最高55万円です。控除は不動産所得の

ある人は不動産所得から控除します。

区
・

分
掛金

(1人年額)

傷 害 保 険

賠償責任保険 共済見舞金
死  亡 後遺傷害 入 院 通  院

A

中学生以下のグループ
成人の文化活動

ボランティア活動
地域活動

450円 2,000万円

最高
3,000万 円

1日 につき
4,0001]

1日 につき
1,500ド」

身体賠償
1人

1億円

1事故
5億円

免責 (自 己負担 )

1,000円

補償限度額

財物賠償

500万 円

免責 (自 己負担 )

1,000円

140万 円

B

・高齢者のグループ

(団体員がおおむね60歳

以上の人により構成され
ているスポーツ団体)

800111 500万 円 750万 円 1,800Pl 1,000「 1

C

・成人のスポーツ

(高校生以上の生徒・学生

あるいは社会人により構

成された団体)

1,400円 2,000万円 3,000万 円 4,000「 II l.500円

D
山岳登ばん等危険度の

高いスポーツ 9,000円 500万 円 750万 円 1.800円 1,000Fl

(7)

石油フ|アンヒニタニ、1時間カット童言!

加入区分・掛金・保証金

突然死に

よる死亡
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ア 今すぐ確認!最低賃金
〈熊 本 県 の 最 低 賃 金 )

軽油引取税に係る免税証 (農業分 )

の中請はお忘れな く

農家の皆様が、 lヽ ラクター等農業用機械 に使わ

れ る軽油については、軽油引収税の免税証 を交付

します。ご希望の方 は次の要領で中請 して 下さい。

■申請期間  1月 22日 (月 )～ 1月 26日 (金 )

■申請に必要なもの

①免税証交付申請書一式
(阿蘇地域振興局総務部税務課にあ ります )

・免税証交付申請書
・免税証交付 申請書付表 1

(免税軽油使用実績報告書 )

。免税軽油所用数量計算明細書
・免税証交付申請書付表 2(軽油購入明細書 )

②耕作証明書 (町村農業委員会で発行)

③免税機械等の所有・使用証明書 (役場で発行)、

又は所有 ・使用 を証明す る書類 (売 買契約書、

リース契約書等 )

④機械の写真 (横 ・前・後から写したもの各 1枚 )

⑤印鑑
⑥免税軽油使用者証
⑦免税軽油使用者証申請書

③免税軽油の取引に係る報告書(H12.4月 ～12月 分)

※②は継続で申請される方で、使用者証の有効期
限が H14.3.31の方は提 出の必要 はあ りません。

※③④は登録機械に変更がない場合は、提出の必

要はありません。
※継続申請の方は③を必ず提出してください。

熊本県阿蘇地域振興局事務所 総務部税務課
TEL0 9 6 7-22-1111(内 線323)

欝

あ
り
さ

（高
森
東
小
三
年
）

さ
と
み

（高
森
東
小
四
年
）

美
咲

（草
部
南
部
小

一
年
）

誠
紘

（高
森
中
三
年
）

有
佑

（高
森
東
中
二
年
）

竜
徳

（草
部
中

一
年
）

真
紀

（高
森
高
校

一
年
）

一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
、
第

二
回
国
連
総
会
に
お
い
て

「世
界

人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
十
二
月
四
日
か

ら
十
日
ま
で
を
人
権
週
間
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
十
二
月
二
日

（日
）
、

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
第
二
回
高

森
町
人
権
啓
発
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

（主
催
／
高
森
町

。
高
森
町
教
育

委
員
会

・
高
森
町
同
和
教
育
推
進

協
議
会
）
が
開
催
さ
れ
、
高
森
中

学
校
二
年
生
に
よ
る
創
作
劇

「ひ

め
ゆ
り
の
塔
」
が
演
じ
ら
れ
、
短

時
間
の
劇
で
し
た
が
、
演
技
の
素

晴
ら
し
さ
、
内
容
の
濃
さ
に
参
加

者
た
ち
は
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
町
内
の
各
小

。
中

学
校
及
び
高
森
高
校
か
ら
十
人
の

人
権
啓
発
作
文
の
発
表
で
は
、
児

童

・
生
徒
が
日
頃
の
思

っ
て
い
た

こ
と
や
差
別
や
い
じ
め
、
親
の
働

く
姿
を
見
て
の
感
想
等
の
作
文
を

発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
バ

ン
ド

「Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｋ

（い
つ
か
く
）
」

の
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
は
参
加
者
全
員
で
市
街
地

へ
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
啓
発
は
わ
れ
わ
れ
に
あ
た

え
ら
れ
た
使
命
で
す
。
皆
さ
ん
も

真
剣
に
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し

ょ
つヽ
。

人
権
啓
発
作
文
発
表
者

●

『部
落
差
別
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
差
別
を
高
森
か
ら
な
く
そ
う
』

熱演の高森中2年創作劇「ひめゆりの塔」

=

高 宇 田
倉 藤 上

直
子

佳
菜

翔
太

（高
森
小
五
年
）

（色
見
小
四
年
）

（上
色
見
小

一
年
）

野
尻

後
藤

幸
野

佐
藤

自
石

阿
南

佐
藤

●

●  ●

Fヽ
~

注 1 最低賃金は、常川・臨時・ハー トなどすべての労働者に適用され ます

注 2 時間額は、時間給制の労働者に、|1額 は、時間綸制以外の労働者にそ

れそれ適用され ます .

注 3 最低賃金の川象 となる11金 には、時間外・体 [|・ 深夜手当や結婚手 当

賞与、柿皆勤
「

当、通勤
「

当、家族手当は含まれません.

※詳細については、熊本労働局賃金室 (096-355‐ 3202)

または最寄の労働」t準監督署にお問い合わせ ください。

24時 FI」 テレホンサービス(096-355-3199)で も

最低賃金額をお知 らせ していますのでご利用下さい _

淵鮨|むんでも|1回1副力書
阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 電話 2-9034

※
暖
義
‥
心
身
と
も
に
暖
か
な
談
義
す
る
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

「S:DU」 ってどんな病気 ?
SIDS(シ ズ :乳幼児突然症候群)と は、それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではな く、眠ってい

る間に突然死亡 してしまう病気です。

日本では、年間500～ 600人 の赤ちゃんがこの病気でな くなっています。これは生まれてきた赤ちゃんの

約 2,000人 に 1人の割合です。生後 1～ 4ヶ 月頃が最も多 く、そのほとんどが 1才未満の乳児期の赤ちゃん

に起きています。

原因はまだよくわか りませんが、育児環境の中にSIDSの 発生を高める因子のあることが明らかになってき

ました。

寝かせに関しては次のようなことも注意しましよう

◆寝具は固いマットを使用し、枕は使わないようにしましょう。

◆かけ布団やタオル、ひもなど顔にかからないようにしましょう。

◆ベットの回りにはガーゼやビユールなどはおかないようにしましょう。

◆赤ちゃんを寝かすときはいつも場所や寝具への配慮をしましょう。

た とえば、日中の短 い眠 りで も、 ソファ等に寝かせ るのはゃめましょう。

◎SIDUを減らすためのポイント
1,あ おむけ寝で育てましょう

2,タ バコをやめよう。

3,で きるだけ母乳で育てよう。

4,柔 らかすぎる

マットレスを

使用しない。

5,な るべ く赤

ちゃんを一人

にしない。

(13)

※なるべく赤ちゃんを一人にしないことや、寝かせ方に対する配慮は窒息や

誤飲、けが、やけど、浴槽に落ちておぼれるなどの事故を未然に防ぐことに

もなります。
(0'タ

熊本県最低賃金

最低賃金額 (円 )

効力発生の日
日 額 時間額

49799 600 平成 12年
10月 1日

産業別最低賃金
最低賃金額 (円 )

効力発生の日
日 額 時間額

紡績業

ねん糸製造業

織物業

靴下製造業

5り176 647

平成 12年
12月 25日

電気機械器具製造業 5ヮ263 658

自動車・同付属品製造業

船舶製造・修理業

舶用機関製造業
59620 703

|`「  」
=  |]lf(従 業It50名 以 liの テバー ト

崎合スーパー■ |

5ヮ382 672

(8)

に

腰

第 13回 「新酒とふるさとの昧まつり」のお知らせ

早春のたかもりの大イ、ント新酒とふるさとの味まつりが2月 10日 のオープニングを皮切りに

3月 11日のラストメインィベントまでの二ヶ月間開催されます。期間中は、町内の飲食店や宿泊

施設でオリジナルおすすめ一品料理や期間限定寒造り新酒がお召し上がりになれます。 (有料)

新酒と食の夜なべ暖義とイベン トの紹介

① 2月 1 0FI(11)(15150～南阿蘇鉄通利用)オ ープニングセンモニー イベント列車・酒蔵見学等

② 2月 10日 (11)(18:00～ 花門)「新酒とIIキ春の野の花」の味まう り 佐藤武之氏による野の花の講話

・0,2月 11111(11)(17:00～ 阿蘇高森供楽部)「新洒とバレンタインディナー」 チ ョコのお上産付き

④ 2月 ,17.||(|■ )・ 18日 (目 )(111内 の普
′
、
ンシ|ン)「野外で遊ぼう」乗馬や トレッキング、リース教室

⑤ 2月 2411(■ )(18:00～体暇村南|`|」 蘇)「味なるターコンサー ト」天文台での星座の観察とミニコンサー ト

⑥ 3'1念 |コ (七 )(18:00～高 141モ コ1楽村)「新酒と炭火めタベ」高森田楽と襟1叶^料理tt色見熊野座神社の神楽

(03月 .101](■ )(1争 09～ 山見
傘

屋)|~新洒と創作の祭典」 熊本のは1・ 川・海9拿材による中華料理

6)3月 111](日 )(12:00～ 1 5iOO 高森駅 1悔 公園)ラ ストメインイベント

高森伝統芸能・郷 |=創 作料理実演販売、町の特産品・名物展示販売等々盛 りだくさんです。

詳しいお問い合わせは 1高森町観光協会 TEL 2‐ 2233

響
釘
整
曇荀

■
=

イ
イ

．．イ



■■|・楽しがつた修学旅行
《
同
和
地
区
ば
か
り
優
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
か
？

同
和
地
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

い
た
厳
し

同
和
地
区
以
外
の
地
区
と

の
間

に
大
き
な
格
差

は
、
道
路
や
排

同

和

ヽ進

水
路
を
新
設

を
進
め
て
き

、
　
「■■
＝
１１■

一
渾
μ
手
↑

島
月

・
し
か
し
、　
こ
の
こ
と
は
、

「同
和
地
区
の
人
び
と
は
貧
し

な

に
よ
り
も

、
同

が
永

い
間
の
劣
悪
な
状
態
の
生
活
環
境
を
改
善
し
、
同

早

る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

住

民

生
活
課
　
同

（内
線
１
３
２
）

い
の
が
当
然
だ
」
と

観
念

が
潜
ん
で
い
な

い
で
し
ょ
う

と
、
同
和
対
策
事
業
の
実
施
で
、
ね
た

す
。
い
わ
ゆ
る

「ね
た
み
差
別
」

と
言
わ
れ

楽
り
ヽ
興
魁
陶
聾

目
認
昌
級

わ圏
扁
萄

い
よ
い
よ
二
十

一
世
紀
、
高
齢
者
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
き
て

い
ま
す
。
先
に
行
わ
れ
ま
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
の
成
功

は
着
実
に
進
ん
で
い
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
現
れ
と
い
え
ま
し
よ
う
。
ま
た
、

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
が
、
各
地
で
様
々
な
形
態
で
活
発
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
高
齢
者
学
級
や
、
南
阿
蘇
六
か
町
村
合

同
で
進
め
て
い
る
南
阿
蘇
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
学
級
で
は
、
十

一
月
六

日
、
バ
ス
三
台
に
分
乗
し
、
修
学

旅
行
を
行
な
い
ま
し
た
。

九
七
名
の
生
徒
た
ち
は
人
吉
城

や
青
井
阿
蘇
神
社
を
訪
ね
、
熱
心

に
見
学
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
五
月
か
ら
始
ま

っ
た
今

年
度
の
高
齢
者
学
級
は
、
介
護
保

険
制
度
や
や
さ
し
い
予
防
医
学
な

ど
の
講
義
、
各
会
場
ご
と
に
企
画

し
た
お
楽
し
み
遠
足
な
ど
、
八
講

座
開
催
さ
れ
、
十
二
月
の
閉
講
式

で
は
全
講
座

に
出
席
の
二
十
名

の

皆
さ
ま
に
皆
勤
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

次
年
度
も
健
康
で
受
講
し
て
く

だ
さ

い
。

一日
怜
一者
学
維
寺
難
証
野
計
■

■
　

・
　

・
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．
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高
森
会
場
　
財
津
広
司

（昭
和
）
、

月
本
今
朝
光

（昭
和
）
、
本
田
ケ
サ

子
（昭
和
）
、
飯
干
ヒ
サ
エ
（昭
和
）
、

田
上
ツ
ユ
子
（村
山
）
、
津
留
新
悟

（横
町
）
、
藤
澤
ツ
ヤ
子

（横
町
）
、

安
方
あ

つ
子
（横
町
）
、
石
田
ア
ヤ

子

（下
町
）
、
鬼
塚
福
巳

（旭
通
）
、

岩
下
頼
利
（森
）
、安
方
昼
射
（中
園
）
、

宇
藤
眩
武

（昭
和
）
、
三
森
く
み
子

（冬
野
）

上
色
見
会
場
　
高
倉

一
人

（東
中

原
）
、
堀
田
彰
（東
中
原
）

河
原
会
場
　
森
正
六
（味
鳥
）
、

草
南
会
場
　
（該
当
者
な
し
）

草
北
会
場
　
甲
斐
辰
義
（吉
尾
野
）
、

矢
津
田
武
寿

（祭
場
）
、
矢
津
田
ミ

サ
子
（祭
場
）

合
計
二
十
名

々
の
頭
の
中
に
あ
る
差
別
意
識
を
助
長
し
て
き

ま

し

‐
ど
劣
悪
な
生
活
感
環
境
と
差
別
意
識
の
間
で
悪
循
環
が

こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体

改
良
し
た
り
し
て

各
種
の

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
業
が

区
ば
か
り
が
良
く
な
る
の
は
お

で
は
、
逆
差
別
で
は
な

い
か
」
と

い

「同
和
地
区
は
生
活
環
境
が
悪

い
か
ら
」
と

い
う

こ
と
で
、

●  ●
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1月 10日 は「110番 の日」です。県民の方々から警察に寄せられる 110番通報は、

事件・事故の解決に大きな役割を果たしています。

◎ 110番 は『緊急通報用』の電話です。

○事件・事故等緊急時に使用して下さい。

○相談や問い合わせなど急がない時は、警察相談又は、管

轄の警察署に電話してください。

◎ 110番 するときは

○なにが ～何があったか (事件か、事故か)

○いつ  ～何時ごろあつたのか

○どこで ～発生した場所、日標等を係員に話して下さい。

その他必要なことは、110番係員がお尋ねします。

◎ 110番 通報時の心がけ

○ためらわず、素早く

早い現場臨場が、事件解決のポイントとなります。

○事件事故の現場を詳しく

110番通報は、すべて警察本部へかかります。

市町村名・公衆電話番号、付近の建物、駅、停留所

等の目標物を通報してください。

◎携帯電話では

○携帯電話は停止 して

自動車を運転しなが

らの携帯通話はでき

なくなりましたので

必ず運転を停止して

通報してください。

4

親
疇
理
は

十

一
月
二
十
三
日
（祝
）
、
上
在

集
会
所
で
親
子
料
理
教
室
が
開
催

さ
れ
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
の
ス
キ

ン
シ
ツ
プ
を
と
り
な
が
ら
の
料
理

教
室
は
最
高
だ

っ
た
と
か
？

メ
ニ
ュ
ー
は
子
ど
も
た
ち
が

一

生
懸
命
作

っ
た
だ
ご
汁
、
三
色
お

に
ぎ
り
、
青
菜
と
シ
ラ
ス
干
し
の

和
え
も
の
、
フ
ル
ー
ツ
入
リ
パ
ン

ケ
ー
キ
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料

理
。
日
頃
は
残
す
子
ど
も
た
ち
も

自
分
で
作

っ
た
う
れ
し
さ
で
大
喜

び
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

瀬
憚
子
ｍ
一ぽ
会
も

十

一
月
二
十
五
日
、
河
原
老
人

憩

い
の
家
で
は
、
河
原
子
ど
も
会

の
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
、
四
十

名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
み

ん
な
で
作

っ
た
料
理
に
子
ど
も
た

ち
は
大
満
足
。
わ
が
家
で
も
料
理

を
す
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
た
と

か
？

だんごをうまく延ばせるかな。

(12)(9)
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入
園
申
込
が
で
き
る
の
は
？

児
童
の
家
庭
の
母
親
が
、
次
の
○

か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
入
園
申
込
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
要
件
に
該
当
し
て
い
て
も
、

母
親
以
外
の
人
が
申
込
児
童
の
家
庭

内
で
保
育
が

で
き
る
場
合
は
申
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

①
児
童
の
母
親
が
家
庭
の
外
で
働

,0

・庫
に

い
つ
ま
で
も
青
春
―

い
つ
ま
で
も
若
若
し
く
―

み
な
さ
ん
、
い
よ
い
よ
二
十

一

世
紀
の
開
幕
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
た
な
時
代
の
節
目
を

感
じ
ま
す
ね
。

さ
て
、
運
動
特
集
、
第
二
弾
に

突
入
し
ま
し
た
。
前
回
は

「ま
ず

は
、
歩
く
こ
と
か
ら
」
を
お
話
し

ま
し
た
ね
。
し
か
し
、
年
を
重
ね

☆
特
に
三
歳
ま
で
の
間
は
、
子
ど
も
に
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
で
愛
情
を
注
ぎ
、
適
正
、
的
確
な
し
つ
け
を
し
ま
し
よ
う
。

☆
時
間
は
短
く
て
も
子
ど
も
と
の
対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ま
し
よ
う
。

町
で
は
平
成
十
三
年
度
の
保
育
園
の
入
園
申
込
受
付
を
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

申
込
に
は
次
の
証
明
書
や
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。申
込
み
は
児
童

一
人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
入
園
し
て
い
る
場
合
で
も
、家
庭
状
況
申
告
票
が
必
要
で
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の

人
園
受
付

は
じ
め
ま
す

入
園
申
込
に
必
要
な
書
類

入
園

（所
）
申
込
書
は
役
場
保
健

福
祉
課
窓
口

・
役
場
各
出
張
所

・
各

保
育
園
で
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

各
書
類
は
入
園
申
込
児
童

一
人
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

①
入
園

（所
）
申
込
書

②
家
庭
状
況
申
告
票

こ
の
書
類
は
各
ご
家
庭
の
家
族
全

員
に
つ
い
て

「働
い
て
い
る
」

「心

身
に
障
害
が
あ
る
」

「心
身
に
障
害

が
あ
る
者
の
介
護

・
看
護
を
し
て
い

る
」
な
ど
の
理
由
で
、
入
園
申
込
を

行
う
児
童
を
日
中
に
面
倒
を
み
る
者

が
誰
も
居
ら
ず
、
家
庭
内
で
の
保
育

が
困
難
で
あ
る

（保
育
に
欠
け
る
）

と
い
う
こ
と
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

し
た
が

っ
て
こ
の
書
類
に
各
種
の

証
明
を
受
け
た
り
、
証
明
書
の
写
し

を
貼
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
こ
の
書
類
に

説
明
し
て
あ
り
ま
す
が
、
不
明
な
点

は
担
当
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

て
い
く
毎
に
十
代

・
二
十
代
と
若

い
と
き
の
よ
う
に
体
は
思
う
よ
う

に
動
か
な
く
な

っ
て
い
き
、

「膝

が
痛
い
」
と
い
わ
れ
る
方
が
多
く

な

っ
て
い
ま
す
。

「歩
か
な
い
か

ん
と
思
う
け
れ
ど
、
膝
が
痛
く
て
、

腰
が
痛
く
て
。
な
か
な
か
で
き
な

い

。
・
・
」
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
そ
う
い
っ
た
方
は
、
無
理
に

痛
い
の
を
我
慢
す
る
と
か
え

っ
て

悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
室
内
で
で
き
る
運
動

の
方
法
と
し
て
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
ダ
ン
ベ
ル
体
操
か
と
い
い
ま
す

と
、
ダ
ン
ベ
ル
は
立

っ
て
で
も
座

っ
て
で
も
で
き
る
、
テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら
で
も
で
き
る
と
い
っ
た
手

軽
さ
が
あ
り
ま
す
。
膝
の
痛
い
人

・

腰
の
痛
い
人
は
椅
子
に
座

っ
て
ダ

ン
ベ
ル
を
両
手
に
持

っ
て
下
か
ら

上
に
、
上
か
ら
下
に
、
前
か
ら
横

に
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
を
、
毎
日
十
五
分
程
度

す
る
だ
け
で
も
い
い
運
動
に
な
り

ま
す
よ
。

そ
も
そ
も
、
筋
肉
は
体
の
中
で
、

血
液
中
の
糖
質
を

一
番
使
い
、
血

液
中
の
中
性
脂
肪
の
七
十
％
を
使

う
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
年
を
と
る

に
つ
れ
て
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
が

増
え
る
の
は
、
運
動
す
る
機
会
が

●  ●

●  ●

減
り
、
筋
肉
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
　
一

っ
て
糖
や
脂
肪
を
使
わ
な
く
な
る

か
ら
で
す
。

人
間
の
生
活
が
豊
か
に
な
り
、

便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
生
活
習

慣
病
は
増
え
て
い
き
ま
す
。
自
然

環
境
に
も
人
間
の

「便
利
な
生
活
」

の
つ
け
が
ま
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

体
の
た
め
に
も
母
な
る
地
球
の
た

め
に
も
自
然
体
で
い
る
こ
と
を
心

力
け
ま
し
ょ
う
―

糖
尿
病

・
高
脂
血
症
と
言
わ
れ

た
方
、
言
わ
れ
て
い
る
方
―

「膝

が
痛
い

。
腰
が
痛
い
」
と
嘆
い
て

い
る
方
―
も
う

一
度
ダ
ン
ベ
ル
体

操
で
筋
肉
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
―

保育園 (所)入 園 (所 )申込

上記日程になるべく申込してください。 上記日程に申込できなかつた場合は
1月 31日 (水 )ま でに役場、福祉係にて入園申込を受け付けます。

■〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場 広報たかもり 電話09676… 2-1111(担当 田上)

(10)

受付日程栄養士の 入
園
申
込
や
保
育
行
政
な
ど
に

つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
１

保
健
福
祉
課
・福
祉
係
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（内
線
１
２
２
）

いただきま″ ―

●

食物や水分が食道を通りにくい囁下困難とは・・

高齢者になるにつれ身体の機能低下や、病気の進行にともな

う諸機能の低下、脳卒中などの後遺症により、そしゃく喩下困

難な人が増えています。

食べ物や水分が気管に入 り、むせることにより食べる量も少

なくなり、低栄養などを招 くことになります。また、気管から

肺に入ることで啜下性肺炎を起こしたりします。

本人の状態に会わせて好みを生かしながら、一人ひとりのそ

しゃくや哄下の状態に合わせて食べやすくした食事のことを嚇

下食といいます。

囁下困難な高齢者向け調理のポイント

①つるり、とろりとしたものが、,飲み込みやすいです。

(ゼラチン・片栗粉)

②きざむ、裏ごす、つぶす、 ミキサーにかけるなど食べやす
いペースト状にします。

③水やお茶などもむせる場合は、 くず粉、とろみ材、重湯で

とろみをつけます。

※
鳴
下

（え
ん
げ
Ｙ
‥
物
を
飲
み
込
む
こ
と

(11)

草部北部地区 食生活改善推進委員
二子石多恵さん (高 尾野)の作

お

シ

亡

ら、食べやす

.き さにのばし、油

塩少々、コ

サラダ油通

く。

②小麦粉、塩、し

ょうゆ、大 豆、

水、キムチの素を

入れ混ぜる。

1つ にまとまった

ョウ (キ ムチの素).少 々、

該当保育園 受付日 受付時間
・
受付会場

高森・色見保育園 1月 18日 (本 ) 9時 30分～15時 林業総合センター

草 部 保 育 園 1月 25日 (本 ) 10時～12時 草 部 保 育 園

草部北部保 育 園 1月 25日 (本 ) 13時 30分～15時 草 部 北 部 保 育 園

河 原 保 育 園 1月 26日 (金 ) 10時 30分～11時 30分 河 原 保 育 園

野 尻 保 育 園 1月 26日 (金 ) 13時 30分～15時 野 尻 出 張 所

たが も り出 身 の皆様 へ  広報たかもり からのお願い
■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立

つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
三
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
度
は
十

一
万
三
千
円
、

本
年
度
も
既
に
十
三
万
円
を

超
え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（寄
付
い
た
だ
い
た

方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、　
一

ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま

す
。

（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
十
円
以
下

の
少
額
切
手
で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

運
動
特
集
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